
























































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 32 号（2012 年 11 月 30 日）
　この場合は先の硫酸と水酸化バリウム水溶液
の組み合わせのように単純ではなく水中イオン
の組換えと増減という二つの因子を考えなけれ
ばならない。
　そして，このグラフを考察することが，図１
の「中和反応のイオンモデル」の理解を深める
とともに「科学的な見方・考え方」を育成する
ことにつながるのである。
７　おわりに
　「酸・アルカリ・中和」の学習で一般的に取
り上げられている観察・実験を補完する形で「万
能指示薬を用いた中和」，「硫酸と水酸化バリウ
ム水溶液の伝導度滴定」，「塩酸と水酸化ナトリ
ウム水溶液の伝導度滴定」の導入を行った。
　このことで，生徒が体験する観察・実験も充
実し，中和反応に対する理解も深まる。特に電
気伝導度の測定で得られたグラフをイオンのモ
デルで考察する学習は，「科学的な見方や考え
方」を育成するのに大いに役立つと言える。
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